














について調査を行い、看護師経験 4－ 14 年目の看護師
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％（有効回答率 84.1％）であった。平均年齢は 30.5 ±
3.1 歳、看護師の平均臨床経験年数は 8.8 ± 1.6 年であっ
た（表 1）。
　「キャリアラダーを知っている」と回答した者は、臨
床経験年数 1－ 2年で 43.3％、臨床経験年数 3－ 9年で
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